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アクリル絵の具の取り方 

3535 松岡倫之介  3513 加藤想真 

こびりついて取れなくなったアクリル絵の具を落とすことを目的とする。アクリル絵の具はアクリ

ル樹脂によって覆われているため、熱によってアクリル膜が剥がれ、アクリル絵の具が取れると考え

た。実験では主にお湯の熱によってアクリル絵の具の汚れを取ることができるかを検証した。また、

有機溶媒を用いて、アクリル絵の具を溶かすことができるかどうかも調べている。今後はこの二つの

実験を組み合わせるなどして、より効果的にアクリル絵の具を取る方法を探していく。 
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１．目的 

本実験の目的はパレットに付いてしまっ

たアクリル絵の具を取ることである。 

 

２．仮説 

1 パレットに付いて取れなくなってしまっ

たアクリル絵の具はお湯につけることで取

ることができる。 

2 パレットに付いて取れなくなってしまっ

たアクリル絵の具はお湯につけ、タオルで

摩擦を加えるととることができる。 

3 有機溶媒を用いて、アクリル絵の具をと

ることができる。 

4 お湯でアクリルの膜を剥がした後に、有

機溶媒を用いることで、アクリル絵の具を

とることができる。 

３．使用器具、装置 

アクリル絵の具（パーマネントレッド）、パ

レット、筆、定規、純水、ガスバーナー、

ビーカー、三脚、金網、温度計、バット、

有機溶媒（エタノール、ヘキサン、メタノ

ール）、ピペット、メスシリンダー、 

沸騰石、布、ポット 

４．研究・実験の手順 

実験 1 

1. パレットにアクリル絵の具を 5cm 四角に

筆で広げる。 

2. 7 日間アクリル絵の具を乾燥させる。 

3. 水 200mL を 60℃に温め、乾燥させた絵の

具がついたパレットをお湯の入ったバット

につける。 

実験 2 

1. お湯の温度を 60,70,80,90,95℃に設定

し、実験 1と同様に乾燥させた絵の具がつ

いたパレットをつける。また、対照実験と

して常温（20℃）の水でも同様の実験を行

う。 

2．絵の具をタオルで軽くふき取る。 

実験 3 

1．実験 1と同様にパレットに絵の具を広げ

乾燥させる。 

2．常温の有機溶媒（エタノール、メタノー

ル、ヘキサン）5mL につける。 
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実験 4 

1.実験 1と同様に絵の具をつけたパレット

を 90℃のお湯につける。 

2.タオルで軽くふき取り、さらに実験 3と

同様に常温の有機溶媒（エタノール、メタ

ノール、ヘキサン）5mL につける。 

3.タオルで軽くふき取る。 

 

５．結果 

 実験 1では、お湯にパレットをつけはじ

めてから 6分後から絵の具の表面がはがれ

始めた。 

 

 

 

 

実験 2では、温度を上げるにつれて絵の

具がはがれ始める時間が早くなった。ま

た、布で拭くときに絵の具がはがれやすく

なった。しかし、95℃では絵の具が剥がれ

にくくなった。そのため、実験 2では 90℃

のお湯で最も絵の具が取れたと言える。 

常温(20℃)      60℃ 

 

 

 

70℃          80℃ 

90℃          95℃ 

実験 3で、エタノール、メタノールではアク

リル絵の具を溶かすことはできなかったが、ヘ

キサンではある程度アクリル絵の具をとること

ができた。 

実験 4で、エタノールを用いた場合、まった

く取ることができなかった。 

メタノールもほぼ同様の結果であった。 

ヘキサンを用いた場合、完全に取ることがで

きた。 

エタノール       ヘキサン 

エタノール       ヘキサン 
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６．考察 

実験 1からアクリル絵の具はお湯につける

ことで塗った表面が浮き上がるため、それを

剥がせば取り切れると考える。また、水に溶

ける性質はなく脂溶性である可能性が高い。 

実験 2からお湯の温度を上げるに従ってア

クリル絵の具が取れやすくなった。しかし、

95℃ではアクリル樹脂の耐熱温度が 70℃～

90℃なのでそれを超えてしまいなんらかの変

化が起きてしまったと考える。したがって、

アクリル絵の具を取り除くのに、最適な温度

は、90℃であると考える。 

実験 3でアクリル絵の具を溶かすことがで

きなかったのはアクリルの層が厚く、エタノ

ールが顔料まで達することができなかったか

らだと考えられる。メタノールの場合もアク

リルの層が厚かったため顔料まで達すること

ができなかったと考えられる。しかし、ヘキ

サンの場合は、アクリルの膜も少しとること

ができたので、特にヘキサンは、アクリルを

取り除く作用が強いと考えられる。 

実験 4でアクリル絵の具をある程度剥がす

ことができたのは、エタノールの場合はお湯

の作用が大きいと考え、エタノールによるア

クリルを剥がす効果はほとんど見られなかっ

た。メタノールの場合も同様にメタノールに

よるアクリル絵の具をとる作用はほとんどな

いと考える。しかしお湯でアクリルの膜を剥

がした後にヘキサンを用いると、実験 3の時

よりもよく、ほとんど完全にアクリル絵の具

をとることができた。このことから、ヘキサ

ンにはアクリル絵の具をとる作用があり、お

湯でアクリルの膜を取り除いたことで、その

効果が最大限発揮されたのだと考えられる。 

 

７．展望 

試した有機溶媒の中ではヘキサンのみがア

クリル絵の具を取り除くことができた理由を

調べる。また、より多くの方法でアクリル絵

の具を取り除けるかを試して、取り除けた方

法の共通点を見つけ、確実にアクリル絵の具

が取れる方法を確定させていきたいと考えて

いる。それに加え、アクリル絵の具をパレッ

トに付けた場合以外に、服などについた場合

を想定して、布などでも実験を行っていきた

い。 
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